






















 大東諸島は南大東島、北大東島、沖大東 （無人島）で構成されており、行政区分は南大東島が南大東村、北大東島と沖大東島が北大東村となって るが 開拓史を共有する歴史的背景から区別を要さない文脈では南北 を使用する。また島民についても同様に南北大東島島民を使用する。
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はじめにオキナワ・アイデンティティという言葉が使われるとき、それは沖縄の独自性を強調することを目




















自己を否定したことによるダメージを、自己卑下によって軽減するという悪循環であるとしながらも、これ 「人間 根強い努力」と捉えている。こうした特徴は中国文化をもとに独自の文化を作り上げていた琉球が、島津氏、日本帝国、そし アメリカと他文化による侵略を受け続けてきた経験保有している とを前提とするものである。では 前提に当てはまらない沖縄の人はどうなるか。
琉球、そして沖縄の歴史は現代の沖縄の人々に少なからず影響を与えているが、本当の自分を見つ
けるために自分自身と向き合う作業 おいて 沖縄とは、それだけに留まらない。個人 出自や経験はもちろん、個人やその祖先 どの時点から どういう立場で の歴史 参加したのか、 なかったのか。そして引き継いできたものは何か。これ は れぞれの沖縄を作り上げる。各自が前提とする沖縄が異なる以上、オキナワ・アイデンティティがひとつではないことは 明であ 筆者 「沖縄アイデンティティ」ではなく「オキナワ・アイデンティティ」と表記するのもその点を意識 もので、 「 」が包含す 沖縄県や琉球王国という枠組みを排除す 意図を持っている。しかしながら、多くの文脈において、オキナワ・アイデンティティは画一的なものになってしまっ そこで本
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かでも特に、明治以降に沖縄県 組み込まれ、無人島であったという沖縄島地域と大きく異なる歴史、文化をもつ大東諸島の事例研究は非常に意義があると考えられる。しかしながら前述のとおり、大東諸島は三島からなっており、その開拓史の起源は同時期 るものの、その後の歴史は異なる点も多いため各島を見ていく必要がある。ついては本稿はまず、最大の面積 人口を有する南大東島を取り上げる。引き続き、北大東島、沖大東島についても考察し、比較研究することで大東諸島のアイデンティティを示し、複数のオキナワ・アイデンティティ研究に有効な視座を提供する。
一、無人島の開拓大東諸島は南大東島、北大東島、沖大東島の三島からなる。三島の中心に位置し、最大の島である















































札とされていたことで、有望な移民先 探す八丈島島民と、開拓 ための人手と要していた玉置双方の利益の合致を見 のである。
二、製糖会社による支配玉置は開拓許可が下りると故郷の八丈島で南北大東島開拓 参加する出稼ぎ人を募集したため、結
果として八丈島出身者が開拓移民の多く 占めることとなった。まず最大の島である南大東島に上陸後、玉置開拓事務所が開かれ、そこを生活拠点 して、開拓事業が進められていった。玉置は鳥 で
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ただ、この貧しい たちも島外であれば学校に通うことすら難しい家庭環境 場合もあり、製糖会社が経営し、校長以下全職員が会社 職員として任用された島唯一の私立小学校が、子供たちに言葉
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かったため、玉置紙幣の流通は労働力の囲い込みにおいて有効であった。その一方で、会社に反抗的な島民には退島命令を出して島から追い出すことも行われた。玉置商会は国家による徴税と徴兵、警察以外の島内のあらゆる施政権を掌握し行使する民営の植民地を作り上げたのである。ただ、警察権については、玉置商会が政府にお金 払って請願巡査制度を利用して警官を派遣してもらっていた。請願巡査制度 警察官が特定の企業や個人の利益のために仕事をする仕組みで、その中立性はなきに等しく、そう った点からこの警察官もまた製糖会社 一員と同様であ と言えよう。
実質的に島を支配し、強い影響力を発揮した玉置商会も、カリスマ的存在であった玉置が死亡する
と状況が一変し 事業の才能に欠ける玉置 長男の放蕩三昧と兄弟間の財産相続争 などにより経営を急速に悪化させるに至った。そして一九一六（大正五）年、東洋製糖株式会社に合併され、南北大東島における製糖事業の権利を全面的 委譲することとなった。新聞投稿の懸念が現実となったのである。
東洋製糖は南北大東島の経営権を譲り受けると、両島の払い下げを鹿児島大林区署に提出した。こ









































にとってはもともと大きな利権はなか こともあり、開拓から五〇年以上が経過し、互いの存在が当然かつ不可欠となっていた かで、南北大東島の植民地的経営と う人工的に作られた階層構造が崩れた後 、八丈島 沖縄 間の心理的垣根や対立を超え は、比較的容易だった ではないかという考察が可能である。特にこの時期、 系島民に雇われ だけであった沖縄出身の出稼ぎ農業労働者が引き揚げていった八丈系島民 土地を引き継ぎ、小作農となったケース 多かったため 島
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民の間の階層構造も実質的になくなっていったことも大きい。しかしながら、転籍によって名実ともに沖縄県民となった八丈系島民の かには、依然として沖縄系島民を見下す者もあった。実際、八丈系島民と沖縄系島民との婚姻を避ける傾向があり、実際に婚姻する場合も、妻が沖縄系島民という形態が大多数を占め、嫁いだ沖縄系島民の妻は八丈系の言葉や文化を覚え、同化するための努力を必要とした。一方で、戦前から続く階層構造の瓦解に特 大きな影響を与えたのが、製糖会社の支配的経営から脱却し、自治 土地を得た 思っていた島民を再び苦しめた土地所有権問題の勃発である。
一九五一（昭和二六）年、日糖工業株式会社の調査団が南北大東島に来島し、調査を実施した結




の名のも に陳情書を提出し、戦前の各 による植民地的支配に耐え、 拓によ 自ら苦労して切り開いた土地であることを訴え そもそも開拓民は玉置半右衛門による三〇年の借地期間が明けたあとは土地を分配するという約束で南大東島に来たの もか わらず、玉置商会 経営悪化により植民地的経営に取り込まれ に至っ の あり、 民に非はないと主張した。この陳情書に 植民地的経営下の状況を奴隷的社会、人権蹂躙 指摘し、次のように記述して苦境に立っていた島民の心境を
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いった沖縄文化との融合もみられる。まだ八丈系島民も多かった時代では 主要な行事が八丈系島民を中心に行われ、沖縄文化の演目（演芸や踊り等）が沖縄系島民を中心に行われるといった流れになっていたという。豊年祭における公式記録には、江戸相撲の優勝者が昭和二十年代から記録さ ている一方で、沖縄角力の優勝者 記録は一九六三（昭和三八）年が最初である。そのため、この時期には正式 行事のひ つとして扱われていたと考えられる。現代ではすでに八丈系島民と沖縄系島民の婚姻も進み、区別なく、ともに楽しむ行事となってい 。
一九八二（昭和五七）年には八丈島と南大東島は姉妹島縁組盟約を締結し、先代の偉業と開拓者精
神を尊び、友好親善を行って る。今日では互いの方言や文化が混ざ 合って、大東独自の言い回しや文化となって独自性を生み出している。南大東島は沖縄であ 沖縄でないという部分を らのアイデンティ して認識することで、 「南大東島アイデンティティ」を誕生させたといっ よいの はないだろうか。実際、南大東島へ行くと、 「いらっ ゃい」を意味する沖縄方言として有名な「めん
233 複数のオキナワ・ アイデンティティ









































rientalis et Insulae A
diecentes (w















































































































































































































eturn of Isles to Japan




















rientalis et Insulae A
diecentes (w
ith early location of N
orthw
estern A
ustralia)
“ 1（38.
